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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年10月6日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年10月6日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年10月6日）
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海外の株式市場が堅調だったことに加え、週後半に開催される
物品・サービス税（GST）審議会で、一部の税率の引下げが検討
されることへの期待感などを背景にインド株式市場は上昇しまし
た。

4日の金融政策決定会合で市場予想通り政策金利が据え置か
れたものの、法定流動性比率が引き下げられたことを受けて、
国債の需給が緩むとの見方が一部で台頭し、インド10年国債
の利回りは上昇（価格は下落）しました。

法定流動性比率の引下げを受けてルピーは対米ドルで大きく
上昇する場面もありましたが、週後半にかけては米金利上昇を
背景に米ドルを買う動きが強まり、週間では小幅な上昇に留ま
りました。また、円が対米ドルで下落したことから、ルピーは対
円でも上昇しました。

（対象期間：2017/10/2* ～10/6） *10月2日は祝日のため株式、債券市場は休場

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/9/29 2017/10/6 変化率

31,283.72 31,814.22 +1.70%

2017/9/29 2017/10/6 変化幅

6.663 6.757 +0.094

2017/9/29 2017/10/6 変化率

1.722 1.728 +0.35%
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